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パーソナルコンピュータネットワークを利用した農業気象分析管理システム (ADAM)
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1 は じ め に

近年,情報処理機器及び技術の急速な発展により,農業

試験研究や農業技術対策の基礎情報として必要不可欠な気

象データを収集,提供したり、そのデータを用いて農作物
の生育診断を行うことが一般化しつつある。宮城県では昭

和63年から,県内関係機関・農家を対象としてパソコン通

信を利用した気象データなどの情報提供システムを運営し

てきた2)。 しかし,本システムは気象データベース機能や
パソコン通信ホスト機能を 1台のPCで受け持っていたた
め,情報処理能力に制約があり,利用者数や提供する情報
の種類が大きく制限されていた。

そこで,宮城県内の農業試験研究機関,行政,現場指導

機関,一般農家まで幅広く気象データを共有し,提供する

情報の種類も拡張することを目的に,低コストで保守管理

が容易な Pcネ ットヮーキングを利用した農業気象情報分
析管理システム (略称 :ADAM)を開発 したので,そ の
概要を報告する。

2 システム開発の手法と経過

農業気象情報分析管理システム (以下ADAMと いう。)
は,利用者の範囲をできるだけ拡大するため,パ ソコン通

信,FAX気象情報サービス,ネ ットヮーク・オンライン
検索の三種類の情報提供方法を用意した。

これらの機能をシステム化するためには,三つの情報提

供機能に対応したハードウェアとソフトウェアが必要とな

るが,単体の情報機器でこれらの機能をすべて実現する方

法はない。さらに,データベース・ システムカ扱 う気象デー

タの量は試算の結果約100万件になり,ハ ードウェアに高
い情報処理能力が求められることが解かった。そこで,情

報提供機能と気象データベース機能を複数のPCに分散さ
せる.分散処理システムの導入で問題を解決した。

ADAMの 分散処理システムは,従来エンジエア・ ワー
クステーション (EWS)上で標準化されたデータベース

検索抽出手法として活用されてきたSQLによるデータ照
会機能を,PCネ ットワーク上のデータベース検索抽出手
法として取り入れて実現した。これは,核となる気象デー

タベース・ サーパーに対し,情報提供を行うPCが SQL
照会機能で必要な気象データの検索・抽出を依頼,サーバー

が抽出した気象データを加工処理し利用者に提供する (図

1)ものである。

図 l ADAMの 分散処理システム概念

ADAMの 持つ三つの情報提供機能のうち,特にFAX
気象情報サービスについては,システムに SQL照会機能
を持たせるため,Microsoft SQL Serverと のインター

フェイス・プログラムを宮城県独自で開発し,利用者から

の自由な条件設定で気象データを抽出し,画像化し,FA
Xを送信するという,従来のサービスにはない柔軟な条件

設定ができるシステムを開発できた1)。

さらに,ADAMの SQL照会機能を利用した葉いもち
感染好適条件判定システムがADAM上で稼動しており,
気象データベースから自動的に必要なデータを抽出,演算

処理し結果を提供している。このように,ADAMの SQL
照会機能は単に気象データの検索抽出に利用するにとどま

表 l ADAMを構成するソフトウエア

ネットワーク
オンライン検索
システム

M,Wtndows NT 3 S
SoL SerVer SDK

FAX気象情報
サービス

Cヽ DOS
MS‐WindOIs 3 1

Microsoft
Microsoft
Microsoft
Microsoft
Microsoft
Microsoft
Microsoft
Microsoft

パソコン通信
情報提供
システム

MS W nd● ws3 1

ットワークOS
データベースエンジン

開発ツール

C. *ver5.0

SQL Server PTK
Win32 SDK
Office Professional
Windows NT ver3.5

農業気象データベース サーバー
ト

“
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“
R SQL Sencr4 0

Windows NT ver3.
SQL Server ver4-21a
Visual Basic ver2
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らず,生育モデルを利用した生育診断予測システムなどの

農業気象データを分析するシステムの追加にも容易に対応

できる。なお,シ ステムを構成するソフトウェアは,表 1

のとおりである。

3 情報提供機能の概要

(1)ネ ットヮーク・オンライン検索

農業試験場内,県農業関係機関を対象とするオンライン

直接検索サービスで,宮城県農政情報ネットヮークを通じ,

利用者が気象データ検索結果を簡単なボタン操作で取り出

せるうえ,データ解析支援のため表計算ソフトに結果を自

動展開する機能を持つ。また定型的な表,グラフの取り出

4 ま と め

ADAMの 開発により,試験研究機関から農家までの幅
広い情報共有を実現する基本技術が確立され,今後は,さ
らに利用者に対する情報提供の量と質を高めるため,生育

診断予測システムの追加や,現在県関係機関に限定されて

いる情報提供サービスの範囲拡大を図る予定である。また,

ADAMの システムはwwwへ の対応も容易であるため ,

しが容易にできる。

(2)パ ソコン通信
パソコン通信ホストによる情報提供機能で,情報の内容

により県関係機関用と一般用の 2種類のホストを用意し,

気象データ,技術情報を提供している。

6)FAX気 象情報サービス
当面,県関係機関を対象とする情報提供機能で,利用者
がプッシュホンのトーン音で任意に条件設定した気象デー

タを自動的に検索抽出し,グラフや地図情報などの画像に

加工し,利用者のFAXに直接転送する (図 2)。 従来の
サービスとは異なり,利用者からの注文を受けてから自動

的に画像を作成し,提供する柔軟性の高いシステムである。
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今後インターネット上で情報提供の範囲を拡大できる。
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図 2 農業気象情報分析官埋システム (ADAM)の システム構成
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